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包括連携に関する協定締結式（８月） 国道 165 号整備促進協議会発足（2月） 成人式（１月）

主な

県との包括協定締結式（10月）

宇陀市議会議長 山本 裕樹
よ
く
投
資
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
は
次
世
代
へ
繋
が
る
事
業

と
し
て
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
ビ
レ
ッ
ジ
」
を
宇
陀
市

が
全
国
に
先
駆
け
て
宣
言
し
ま
し
た
。
未

来
技
術
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
し
て
自
動

運
転
の
モ
デ
ル
都
市
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

自
治
体
初
の
移
動
診
療
車
や
福
祉
の
奈
良

モ
デ
ル
、
宇
陀
の
魅
力
体
験
施
設
、
国
道

１
６
５
号
（
中
和
津
道
路
）
整
備
促
進
協

議
会
が
活
動
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
施
策
を
効
果
的
に
展
開
す
る
た
め

に
は
行
政
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
企

業
や
大
学
、
団
体
な
ど
と
積
極
的
に
連
携
・

協
働
し
、
宇
陀
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に

加
速
さ
せ
る
た
め
の
場
と
し
て
「
宇
陀
市
・

公
民
連
携
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
食
と
農
の
活
性
化

や
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
、
新
た
な
教
育
機
会

の
創
出
、
産
業
の
活
性
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
を

テ
ー
マ
に
新
た
な
経
済
活
動
や
サ
ー
ビ
ス
の

創
出
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
宇
陀
市
に
は
「
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
」
な

ど
多
様
な
地
域
力
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
魅
力

的
な
施
策
を
発
信
し
続
け
る
こ
と
で
全
国
か

ら
注
目
さ
れ
、
人
が
集
ま
り
、
経
済
の
好
循

環
も
期
待
で
き
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
は
次
世

代
の
未
来
の
た
め
の
戦
い
で
す
。「
い
つ
ま

で
も
立
ち
止
ま
ら
な
い
。
早
く
ス
タ
ー
ト
し

よ
う
。」
と
い
う
気
持
ち
が
溢
れ
て
き
ま
す
。

　

行
政
は
課
題
の
宝
庫
で
す
が
、
良
い
ま

ち
を
次
世
代
に
伝
え
る
仕
事
は
や
り
が
い

が
あ
り
ま
す
。
職
員
が
元
気
な
市
役
所
は

ま
ち
も
元
気
に
な
り
ま
す
。
職
員
と
も
ど

も
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
感
慨
や
抱
負
を
胸
に
、

健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

し
て
危
機
管
理
体
制
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
感
染

対
策
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
行
催
事
や
日
常

生
活
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
皆
様
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
な
ど
激
変
す
る
世
界
情
勢
が
宇
陀
市

の
市
民
生
活
に
も
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
国
の

経
済
対
策
・
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
を
一
刻
も
早
く

市
民
の
皆
様
に
届
け
る
た
め
、
山
本
議
長
を
は

じ
め
市
議
会
が
呼
応
し
、
定
例
議
会
に
加
え
２

月
・
５
月
・
10
月
に
臨
時
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
後
も
議
会
と
協
働
し
て
迅
速
適
確
に
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
は
経
常
収
支
が
10
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
、
か
ね
て
か
ら
の
「
重
症
警
報
」
を
脱
却
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
行
財
政
改
革
に
終
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
食
育
の
拠
点
と
な
る
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
新
設
な
ど
必
要
な
事
業
へ
バ
ラ
ン
ス 宇陀市長 金剛 一智

【
1
月
】

 

10
日　
成
人
式

【
2
月
】

11
日　

�

第
50
回
か
ぎ
ろ
ひ
を
観
る
会

15
日　

�

国
道
１
６
５
号
（
中
和
津
道

路
）
整
備
促
進
協
議
会
発

足
に
関
す
る
覚
書
締
結
式

【
4
月
】

23
日　

�

市
プ
レ
ミ
ア
ム
八
っ
ぴ
ー

商
品
券
発
行

29
日　

�

市
移
動
診
療
車
運
行
セ
レ

モ
ニ
ー

【
5
月
】

５
日　
鳥
見
山
つ
つ
じ
祭
り

11
日　

�

市
移
動
診
療
車
運
行
開
始

29
日　

�

市
防
災
訓
練

【
6
月
】

9
日　

�

イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
が
宇
陀

市
を
表
敬
訪
問

13
日　

�

第
59
回
近
畿
高
等
学
校
自

転
車
競
技
大
会
ロ
ー
ド

レ
ー
ス

【
７
月
】

10
日　

�

あ
い
さ
こ
い
さ
祭
り
～
春
の

伊
勢
街
道
お
か
げ
祭
り
～

16
日　

�

差
別
を
な
く
す
市
民
集
会

17
日　

�

第
10
回
市
長
杯
ま
ち
お
こ

し
還
暦
野
球
大
会

29
日　

�

第
一
生
命
保
険
株
式
会
社

と
の
包
括
連
携
に
関
す
る

協
定
締
結
式

【
8
月
】

18
日　

�

曽
爾
村
、
御
杖
村
、
県
立

宇
陀
高
等
学
校
、
県
教
育

委
員
会
、
県
教
育
大
学
の

包
括
連
携
に
関
す
る
協
定

締
結
式

【
9
月
】

27
日　

�

災
害
時
に
お
け
る
無
人
航

空
機
を
活
用
し
た
支
援
活
動

等
に
関
す
る
協
定
調
印
式

28
日　

�

株
式
会
社
官
民
連
携
事
業

研
究
所
と
公
民
連
携
促
進
に

関
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

協
定
締
結
式

【
1 0
月
】

4
日　

�

全
国
健
康
保
険
協
会
奈
良
支

部
と
宇
陀
商
工
会
と
の
健
康

づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
包

括
連
携
協
定
締
結
式

8
日　

�

第
12
回
ま
ほ
ろ
ば
還
暦
野

球
全
国
大
会

17
日　

�

宇
陀
の
魅
力
体
験
施
設
が

オ
ー
プ
ン

18
日　

�

県
と
葛
城
市
、
田
原
本
町
と

そ
れ
ぞ
れ
「
人
と
人
及
び
人

と
社
会
が
つ
な
が
り
支
え
合

う
地
域
福
祉
の
推
進
に
か
か

る
協
働
及
び
連
携
に
関
す
る

包
括
協
定
」
を
締
結

29
日　

�

う
だ
産
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２

【
11
月
】

27
日　

�

公
民
連
携
ま
ち
づ
く
り
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
第
１
回

キ
ッ
ク
オ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム

29
日　

�

還
暦
野
球
第
6
回
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
甲
子
園
大
会

め
市
発
展
を
強
く
願
う
議
員
の
皆
様
方
と
金

剛
市
長
と
と
も
に
一
蓮
托
生
の
想
い
で
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
の
明
る
い
将
来
に
向
か
っ
て
、
希
望
や

想
い
を
持
つ
こ
と
は
非
常
に
大
事
で
あ
り
、

実
行
す
る
た
め
の
決
断
、
す
ぐ
に
始
動
し
て

い
く
こ
と
が
、
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
令
和
５
年
の
一
つ
の
目
標
に
「
あ
ら
ゆ

る
取
り
組
み
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
」
と
言
う

こ
と
を
掲
げ
、
行
政
と
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
市
民
の
皆

様
の
た
め
の
よ
り
良
い
市
政
の
実
現
を
目
指

し
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
は
、
私
の
発
議
に
よ
り
、

議
員
の
定
数
に
つ
い
て
、
私
を
除
く
13
名
の

議
員
で
検
討
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

６
月
に
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
慎
重
審
議
を
賜
り
、
12
月
議
会
の
委

員
長
報
告
で
は
、『
次
回
の
議
会
議
員
選
挙

か
ら
議
員
定
数
を
現
状
の
14
名
か
ら
２
名
削

減
し
、
12
名
と
す
る
』
こ
と
を
委
員
会
で
決

定
し
た
旨
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
委
員

の
皆
様
方
の
ご
英
断
に
敬
服
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
も
よ
り
一
層
議
会
議
員
と
し
て
研
鑽

を
重
ね
、
議
会
の
活
性
化
に
取
り
組
み
、
山

積
す
る
課
題
に
理
事
者
と
と
も
に
立
ち
向
か

い
な
が
ら
、魅
力
と
活
力
あ
る
ま
ち
と
し
て
、

将
来
を
導
い
て
い
け
る
よ
う
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
新
し
い
年
が
、
市
民
の

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
幸
多
い
１
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
、
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い

新
春
を
迎
え
ら
れ
清
々
し
い
思
い
で
、
健
や
か

に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
宇
陀
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
温

か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
市
議
会
を
代
表

い
た
し
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
４
年
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
対
応
に
追
わ
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
令

和
２
年
１
月
に
国
内
で
初
の
感
染
者
が
確
認
さ

れ
て
か
ら
、
次
々
と
変
異
を
重
ね
、
令
和
４
年

１
月
に
は「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」の
急
拡
大
に
よ
り
、

感
染
爆
発
が
起
っ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
一
方

で
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
み
、
重
症
化
リ
ス
ク
が

低
減
さ
れ
、
政
府
で
は
分
類
を
２
類
か
ら
5
類

へ
引
き
下
げ
る
検
討
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
終
息

の
願
い
で
す
が
、現
実
的
に
は「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」

の
時
代
と
な
り
そ
う
で
す
。

　

さ
て
令
和
５
年
は
、
い
よ
い
よ
金
剛
市
長
も

市
議
会
議
員
も
任
期
最
終
年
度
に
突
入
し
ま
す
。

市
政
４
年
間
の
集
大
成
と
次
期
へ
、
私
を
は
じ

第1回キックオフフォーラム（11月）

宇陀の魅力体験施設がオープン（10月）

まほろば還暦野球全国大会（10月） あいさこいさ祭り（7月） 移動診療車運行セレモニー（4月）近畿高校自転車ロードレース（6月）

あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
に

�

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

特　集   2023 年新春を迎えて

魅
力
的
で
活
力
あ
る

�

高
原
都
市
「
宇
陀
」

～
次
世
代
へ
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
～

うだ産フェスタ2022（10月）



特　
　
集

市
民
の
福
祉
向
上
と
明
る
く
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す

民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
厚
生
保
護
課
（
☎
82
・
２
２
２
１
／
IP
☎
88
・
９
０
７
９
）

【
大
宇
陀
地
域
】

辻 

由
加
里
（
万
六
）

澤
井 

美
和
子
（
上
本
）

寳
田 

美
佐
子
（
中
庄
）

瀧
川 

久
治
（
西
山
）

西
本 

都
志
男
（
岩
室
）

竹
田 

ケ
イ
子
（
小
附
）

岸
本 

克
也
（
小
附
）

池
田 

恵
子
（
五
津
）

堀
田 

棟
光
（
下
品
）

細
川 

貴
美
子
（
田
原
）

今
垣
内 

誠
（
東
平
尾
）

柳
本 

巻
子
（
岩
清
水
）

【
榛
原
地
域
】

井
上 

義
尚
（
山
辺
三
）

三
木 

克
元
（
額
井
）

松
野 

義
則（
天
満
台
西
１
）

山
本 

信
孝（
天
満
台
西
３
）

山
岡 

勝
良（
天
満
台
西
４
）

渡
辺 

清
子（
天
満
台
東
１
）

川
口 

津
多
子（
天
満
台
東
３
）

岡
村 

道
誠（
ひ
の
き
坂
３
）

吉
岡 

治
昭
（
萩
原
）

小
田 

京
子
（
あ
か
ね
台
２
）

中
村 

久
夫
（
萩
原
）

萩
野 

公
章
（
萩
原
）

中
西 

寛
一
（
萩
原
）

西
谷 

栄
治
（
雨
師
）

西
岡 

博
文
（
栗
谷
）

藤
原 

恵
（
石
田
）

菊
田 

洋
子
（
三
宮
寺
）

稲
森 

啓
子
（
高
井
）

田
中 

伸
和
（
檜
牧
）

三
本
木 

和
美
（
萩
原
）

【
室
生
地
域
】

中
岡 

利
三
（
上
笠
間
）

久
保 

久
美
子
（
小
原
）

清
水 

和
子
（
多
田
）

奥

 

恵
美
子
（
大
野
）

葊
川 

知
子
（
大
野
）

松
林 

鈴
枝
（
三
本
松
）

松
下 

君
代
（
三
本
松
）

前
川 

映
子
（
砥
取
）

堀
本 

勝
美
（
下
田
口
）

森
田 

惠
子
（
染
田
）

今

 

幸
代
（
向
渕
）

【
菟
田
野
地
域
】

土 

知
津
絵
（
古
市
場
）

岸 

カ
ヲ
ル
（
古
市
場
）

南
浦 

加
代
子
（
岩
﨑
）

内
田 

千
鶴
子
（
岩
﨑
）

西
田 

義
和
（
別
所
）

岸
岡 

郁
子
（
平
井
）

楠
田 

三
千
子
（
大
澤
）

仲
谷 

垩
子
（
松
井
）

小
松
原 

悅
子
（
松
井
）

長
野 

和
子
（
駒
帰
）

小
笹 

富
士
子
（
佐
倉
）

谷
村 

扶
美
代
（
宇
賀
志
）

藤
村 

秀
也
（
入
谷
）

葛
城 

己
津
子
（
下
芳
野
）

白
井 

道
夫
（
上
芳
野
）

菊
山 

裕
子
（
古
市
場
）

峯
畑 

成
子
（
見
田
）

水
野 

裕
史（
大
宇
陀
黒
木
）

（
令
和
４
年
７
月
2
日
ご
逝
去
）

山
岡 

通
浩（
榛
原
上
井
足
）

（
令
和
４
年
７
月
25
日
ご
逝
去
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
常
に
住
民
の
立
場
に

立
っ
て
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
日
々

活
動
さ
れ
て
い
ま
す

　
こ
の
度
、任
期
満
了
に
伴
い
、厚
生
労
働
大
臣
か
ら
民
生
委
員・

児
童
委
員
と
し
て
96
人
の
方
々
が
委
嘱
を
受
け
、
令
和
7
年
11

月
30
日
ま
で
の
３
年
間
、
各
地
域
で
ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
日
常
生
活
の
中
で
困
っ
た
こ
と
や
心
配
ご
と
な
ど
が
あ
れ
ば
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か
？

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

　
「
民
生
委
員
」
は
、「
民
生
委
員
法
」

「
児
童
福
祉
法
」
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
お
い
て
、
常
に
住
民
の
立

場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
援

助
を
行
い
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め

る
方
々
で
す
。

　

ま
た
、「
児
童
委
員
」を
兼
ね
て
お
り
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
を

見
守
り
、
子
育
て
の
不
安
や
妊
娠
中
の

心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
・
支
援
な
ど
を

行
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
一
部
の
児
童

委
員
は
児
童
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
的

に
担
当
す
る
「
主
任
児
童
委
員
」
の
指

名
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

給
与
・
報
酬
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

活
動
に
要
す
る
交
通
費
や
通
信
費
な
ど

に
充
て
る
も
の
と
し
て
活
動
費
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

各
地
域
で
の
日
常
的
な
活
動
の
ほ

か
、
各
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の

定
例
会
な
ど
へ
の
出
席
、
ま
た
様
々
な

行
事
へ
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

役
割

　

ひ
と
こ
と
で
言
う
と
「
援
助
を
必
要

と
す
る
方
が
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て
自

立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
常
に

住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど
、
必
要
な
支
援

や
援
助
を
す
る
」
こ
と
で
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
ず
っ
と
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん

の
立
場
で
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ

た
り
、
心
配
ご
と
を
解
決
す
る
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し

た
り
、
必
要
に
応
じ
て
役
所
な
ど
関
係

機
関
と
の
調
整
役
に
努
め
ま
す
。

　
11
月
30
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
60
人
の
皆
さ
ん
の

長
年
の
ご
活
動
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

担当地域 氏名 住所 電話番号

 大宇陀地域
万六、出新、拾生、
拾生内垣内（一部） 清水 恵智 拾生 83-1310

上新、中新、拾生川原町、
拾生内垣内（一部） 都司 典子 上新 83-0001

上、上中、上本、春日、
岩室五十軒 松本 壽美代 春日 83-0165

上茶、下茶、下本、下中、
下出口、小出口 黒川 公子 下中 83-0040

黒 木、 迫 間、 西 山 内、
岩室内 家雲 正勝 迫間 83-0885

本郷、中庄 辻井 三枝子 本郷 83-2714
西山川向 立道 佳代香 西山 83-0264
宮奥上、宮奥中、下宮奥、
関戸、大東 松浦 登 宮奥 83-2848

岩室北谷、下竹 辻本 昭彦 岩室 83-0599
小附二区（2 分の 1） 西本 隆次 小附 83-3655
小附二区（2 分の 1） 丸岡 里美 小附 83-1239
小附三区（2 分の 1）、
芝生（一部） 出山 利幸 小附 83-2872

小 附 三 区（2 分 の 1）、
小附一区梅の木 佐々岡 儀一 小附 83-1272

改良住宅団地・分譲住宅 中尾 内原 090-5096-3508
改良住宅団地および小附
一区・中河原 泉岡 京子 内原 97-9056

小附一区、嬉河原、芝生、
半阪、馬取柿、麻生田、
内原、口今井

中森 和生 嬉河原 83-0780

野依、平尾、五津 西岡 秀和 野依 83-0816
岩 清 水、 調 子、 塚 脇、
藤井、才ケ辻 尾植 基二 岩清水 83-1770

守道 巽 周二 守道 83-1778
山 口、 白 鳥 居、 上 品、
下品、和田、小和田 谷村 丈孔 小和田 83-2512

牧、栗野 橋本 史子 栗野 83-2427
田原、上片岡 桐坂 惠三 上片岡 83-3470
下片岡、東平尾、大熊 石本 英三 大熊 83-0704
大宇陀地域主任児童委員 紙谷 尚永 栗野 83-2481
大宇陀地域主任児童委員 網田 忠治 才ヶ辻 83-1587

 菟田野地域
古市場 谷 靜代 古市場 84-2107
古市場 堀山 容志子 古市場 84-2707
岩﨑 出口 康夫 岩﨑 84-3850
岩﨑 中  靖記 岩﨑 84-4165
別所、見田 東 好成 別所 84-3588
平井 窪 諬子 平井 84-3368
大澤、大神 西角 政美 大神 84-2379
松井 𠮷川 直子 松井 84-2303
松井 藤村 直子 松井 84-2826
稲戸、駒帰 森本 和加子 稲戸 84-3852
佐倉 小笹 富士子 佐倉 84-2295
宇賀志 吉田 善則 宇賀志 080-6154-9508
東郷、入谷 佐々木 幸子 東郷 84-2205
下芳野 下田 俊央 下芳野 84-2291
上芳野、岩端 源内 元彦 上芳野 84-2554
菟田野地域主任児童委員 馬場 多佳子 平井 84-2279
菟田野地域主任児童委員 小泉 喜美子 下芳野 84-2856

 榛原地域
山辺三 米田 実 山辺三 82-3514
戒場、額井、赤瀬 日  福子 戒場 82-3509
長峯、五月ヶ丘 池田 喜良 福地 82-3138
福地 村井 道弘 福地 82-0893
天満台西１、２丁目 小森 幸人 天満台西２ 82-4743
天満台西３丁目 横地 健次 天満台西３ 82-4750
天満台西４丁目 中野 茂 天満台西４ 82-4837
天満台東１、２丁目 木原 経子 天満台東２ 82-3575
天満台東３、４丁目 下川 正滿 天満台東４ 82-6381
ひのき坂１、２丁目 岡村 和彦 ひのき坂 2 82-8219
ひのき坂３丁目 中西 玲子 ひのき坂３ 82-6405
小鹿野、小鹿台、玉立 大西 幸子 萩原 82-6703
西峠、鳥見町、角柄、柳、
榛原ﾌﾟﾘﾝｽﾊｲﾂ 大西 茂 萩原 82-2712

あかね台１、２丁目 佐藤 靖美 あかね台１ 82-6734
榛見が丘１、２丁目 奥中 孝次 榛見が丘 1 090-3945-3259
墨坂、新吉田、福田、上町 牧野 幸雄 萩原 82-3523
稲荷、東町、新町、
桜ヶ丘、口田辺 田 純江 桜が丘 82-0577

宮本 鈴木 俊司 萩原 82-2152
駅前、新駅前、高萩台、
ｸﾞﾘｰﾝｽｸｴｱ榛原 栗野 雅治 萩原 82-1782

菟田川、富士見ヶ丘 楠田 祥八 萩原 82-1274
篠楽、白樺台、雨師 上岡 洋子 篠楽 82-4418
安田、笠間 山本 富男 笠間 82-1592
下井足（北）、萩の原 栗野 肇 下井足 82-1060
下井足（南）、萩乃里 岩井 桂子 萩乃里 82-6985
足立、上井足 笹次 悟郎 上井足 82-7785
池上、福西、高塚、栗谷 松岡 五三子 高塚 82-2521
石田、比布、母里 中尾 忠 比布 82-2694
山路、大貝、澤、三宮寺 桒谷 裕美 山路 82-2048
内牧 大門 宏次 内牧 82-7776
八滝、赤埴甲、赤埴乙、
諸木野 松本 潔 八滝 82-1614

高井、自明 辻 純子 自明 82-1648
桧牧甲、桧牧乙、荷阪 朝日 忠則 桧牧 82-3411
榛原地域主任児童委員 西田 外美江 萩原 82-4553
榛原地域主任児童委員 樋口 眞喜子 柳 82-0756

 室生地域
下笠間 奥中 万夕美 下笠間 92-3758
上笠間 山森 百合子 上笠間 92-3659
小原、深野 逵 知里 深野 92-2349
多田、染田 植田 和代 染田 0743-82-0609

無山西、東 石本 龍子 無山 0743-82-0387

向渕 福井 紀夫 向渕 92-2790
大野緑川、西垣内 岡﨑 義泉 大野 92-2098
大野上出 新森 孝男 大野 92-2886
大野下出 前川 純一 大野 92-2659
大野中山台 鍵谷 憲治 大野 92-2288
三本松古大野、元三、琴引 中森 弥栄子 三本松 92-2687
三本松中村、長瀬 峯林 尚子 三本松 92-3383
砥取、滝谷、蕨 山本 篤子 瀧谷 92-2992
西谷、龍口 西光 義秀 西谷 92-2215
室生 菅間 正則 室生 93-2401
下田口、原山 東 律雄 下田口 93-2761
胎中、角川 中尾 惠子 田口元角川 93-2731

黒岩、上田口、弁財天 田中 視郎 田口元上田口 88-9142

室生地域主任児童委員 中村 末子 向渕 92-2619

室生地域主任児童委員 北脇 安江 下田口 090-1024-1113

宇陀市の民生委員・児童委員一覧
（令和 5年 1月 1日）敬称略

活動には守秘義務が課されており、個人情報や
プライバシーの保護に配慮した支援活動を行っ
ています。
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民生委員・児童委員「退任式」「委嘱状伝達式」を開催
退任式伝達式

　文化会館において、全国一斉改選に伴う
｢民生委員・児童委員退任式」「民生委員・
児童委員委嘱状伝達式」が開催されました。

■大宇陀地域

■菟田野地域

■榛原地域

■室生地域

■大宇陀地域

■菟田野地域

■榛原地域

■室生地域

問 厚生保護課（☎ 82・2221/IP ☎ 88・9079）

広報 うだ　2023年1月号 広報 うだ　2023年1月号 67
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Q. キャンペーンは市民だけが対象ですか？
A. �地域経済活性化のため、市内に居住しているか否かを

問わず、どなたでも参加できます。

Q. キャンペーンを利用するには、手続きが必要ですか？
A. �スマートフォン等に PayPay のアプリをダウンロード

して登録していただく必要があります。

Q.  �PayPay を使った支払いは、全てキャンペーンの対象
ですか？

A. �PayPay を使った PayPay 残高（現金チャージ、銀行
口座からのチャージ等）、Yahoo!JAPAN（PayPay）カー
ド、または、PayPay あと払い（一括のみ）によるお
支払いが対象です。

※ �Yahoo!JAPAN（PayPay）カード以外のクレジットカー
ドでのお支払いは対象になりません。

Q. キャンペーンの対象になっているお店を知る方法は？
A. �利用できるお店の店頭にポスターを掲示します。また、

PayPay アプリで、1 月 1 日からマップで表示します。

 Q & A

　最大20％戻ってくる
　　　　　　　　キャンペーン

　市では、市内での消費拡大を推進することにより、
市内経済の活性化を図るため、PayPay 株式会社と連携
したキャンペーン　第 3 弾を実施します。

 キャンペーン期間

1月1日（日）～31日（火）

 キャンペーン内容
　期間中に市内の対象店舗において PayPay（ペイペイ）で支
払うと、決済金額の最大 20％を PayPay ボーナスで付与します。
● 付与の上限：１回あたりの付与上限　2,000 ポイント相当
　　　　　 　　期間中の付与上限　　　5,000 ポイント相当
● 付与の予定日：支払日の翌月から起算して 30 日前後
● 対象店舗： 市内の PayPay が利用できる店舗
※�ただし、市役所や公共施設、病院や介護施設、調剤薬局、公

共サービスなど一部の店舗や商品は対象外となります。
　トラブルを避けるため、事前に店頭等で確認をお願いします。

お支払い額の

がんばろう！オール宇陀 !

問 商工産業課（☎ 82・5874 ／ IP ☎ 88・9075）

第3 弾

利用者：PayPay カスタマーサポート窓口
　　　　　　　　　☎ 0120・990・634
事業者：PayPay カスタマーサポート窓口
　　　　　　　　　☎ 0120・990・640
キャンペーン内容について：商工産業課
　　　　☎ 82･5874 ／ IP ☎ 88・9075
　　　※年末年始は (12/29 ～ 1/3) 除く

問い合わせ

PayPay
「あなたのまちを応援プロジェクト」

PayPay アプリの
ダウンロード
はこちらから　➡

アプリに関する問
い合わせは下記、
利用者窓口まで。

このポスターのあるお店で利用できます

原油価格・物価高騰対策事業
について

　これまでにも物価高騰対策として 1 人あたり 3,500 円分のウッピー商品券配布等を行っておりますが、
生活支援および市内事業者への支援のため、引き続き様々な事業を行っています。

制度名 内容 窓口

子育て世帯特別給付金
支給事業

未就学児のいる子育て世帯へ、支給対象
となる子ども 1 人につき３万円を支給

【支給対象者】
①�基準日時点（令和 4 年 11 月 1 日）で

宇陀市に住民登録のある未就学児（平
成 28 年 4 月 2 日～令和 4 年 11 月 1
日生まれ）

②�令 和 4 年 11 月 2 日 ～ 令 和 5 年 3 月
31 日までに生まれた子ども

こども未来課
☎ 82･2236/IP ☎ 88･9080

市立学校給食費無償化事業
小中学生の保護者の負担を軽減するた
め、小中学校の学校給食費を無償化

（11 月から令和５年３月までの５か月間）

給食センター  
☎ 82･3784/IP ☎ 82･3784

私立学校等の給食費等
支援金交付事業

小中学生の保護者の負担を軽減するた
め、小中学校または、特別支援学校の小
学部・中学部に在籍する児童生徒の保護
者へ給食費等支援金を支給

（11 月から令和５年３月までの５か月間）

教育総務課
☎ 82･3973/IP ☎ 88･9259

キャッシュレス決済
地域活性化事業

キャッシュレス決済事業者 PayPay 株式
会社と連携し、市内で PayPay に加入し
ている店舗等で買い物をした場合にポイ
ントを付与
詳細は左ページをご覧ください

商工産業課
☎ 82･5874/IP ☎ 88･9075

個人・世帯向け

事業者（個人・法人）向け
制度名 内容 窓口

宇陀市原油価格高騰緊急
経済対策補助金

市内業者を支援するため補助金を支給
【補助対象経費】電気、ガソリン、灯油、
軽油、重油、混合油、液化石油ガスの使
用金額合計から前年の同期間分を差し引
いた額

【対象期間】令和 4 年 8 月から 11 月分まで
【補助率】10 割
【補助金額】4 万円から 80 万円まで
　　　　　  （千円未満切捨）

【申請期間】令和 5 年 1 月 31 日まで

商工産業課
☎ 82･5874/IP ☎ 88･9075

広報 うだ　2023年1月号 広報 うだ　2023年1月号 89
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ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
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ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

問
さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原

   

（
☎
85
・
２
５
２
５
／
IP
☎
88･
９
０
６
５
）

第
６
回

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
甲
子
園 

開
催

問
観
光
課　
（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
）

　
11
月
29
日
（
火
）
～
12
月
2
日
（
金
）、「
阪
神
甲
子
園

球
場
」「
ほ
っ
と
も
っ
と
フ
ィ
ー
ル
ド
神
戸
」「
Ｇ
７
ス

タ
ジ
ア
ム
神
戸
」
に
て
、
宇
陀
市
内
等
で
開
催
さ
れ
た
予

選
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
全
国
の
還
暦
22
チ
ー
ム
、
古
希
5

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
掛
布
さ
ん
と
宇
陀
市
出
身
の
女
子

野
球
日
本
代
表
の
田
中
さ
ん
に
よ
る
始
球
式
の
後
、
試
合

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
甲
子
園
の
土
を
踏
み
し
め
な
が
ら
、
球き
ゅ
う
じ
い爺た
ち
に
よ
る

▶
年
齢
に
負
け
な
い
、
は
つ
ら
つ
と
し
た

   

プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
夢
の
舞
台
で
の
プ
レ
ー

に
、
一
球
一
球
か
み
し
め
て
笑
顔
あ
ふ
れ
る
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

宇
陀
市
で
は
、「
還
暦
野
球
の
ま
ち
」
と
し
て
、
還
暦

野
球
を
中
心
と
し
た
ま
ち
お
こ
し
を
全
国
に
拡
げ
る
た
め

の
広
域
的
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
大
会
も
今
年

で
6
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

▶
始
球
式
を
務
め
た
掛
布
さ
ん
と

　
田
中
さ
ん

※�

１
月
は
９
日
（
成
人
の
日
）
に

デ
イ
ケ
ア
を
実
施
し
ま
す
。

１ 月 か ら 祝 日 の デ イ
ケ ア を 始 め る こ と と
なりました。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の

�

接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室

☎
96
・
９
０
３
０
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
82
・
７
２
３
４

午
前
９
時
～
午
後
４
時

問�

健
康
増
進
課　
（
☎
82
・
３
６
９
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
７
）

【
接
種
対
象
者
】

　

初
回
接
種
（
１
・
２
回
目
接
種
）
を
完
了
し
た

12
歳
以
上
で
、
従
来
株
の
み
の
ワ
ク
チ
ン
の
最

終
接
種
か
ら
3
か
月
以
上
経
過
し
て
い
る
方

※�

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
人
に
よ
り
３

回
目
・
４
回
目
・
５
回
目
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
現
時
点
で
１
人
１
回
と
な
り
ま
す
。

【
接
種
期
間
】

　

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、接
種
を
希
望
す
る
方
は
、お
早
め
に
予
約
・

接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
接
種
方
法
】

●
個
別
接
種
（
市
内
医
療
機
関
15
か
所
）

フ
ァ
イ
ザ
ー
ワ
ク
チ
ン（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
）

●
集
団
接
種
（
市
総
合
体
育
館
）

モ
デ
ル
ナ
ワ
ク
チ
ン（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
）

※
集
団
接
種
で
は
、
令
和
5
年
1
月
よ
り
フ
ァ

イ
ザ
ー
ワ
ク
チ
ン
か
ら
モ
デ
ル
ナ
ワ
ク
チ
ン
（
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
）
に
変
更
し
て
い

ま
す
。
市
内
の
医
療
機
関
で
は
、
フ
ァ
イ
ザ
ー

ワ
ク
チ
ン
を
引
き
続
き
使
用
し
ま
す
。

従
来
株
の
み
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

初
回
接
種
（
1
・
2
回
目
）
を
希
望
さ
れ
る
方

　
初
回
接
種
は
、
従
来
株
の
み
の
ワ
ク
チ
ン
で
接
種

を
行
い
、
接
種
期
間
の
令
和
5
年
３
月
31
日
ま
で
接

種
は
可
能
で
す
。
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
宇
陀
市
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
令
和
５
年
１
月
以
降
に
2
回
目
を
完
了
し
た
方

は
、
次
回
の
接
種
可
能
日
が
現
在
の
接
種
期
間
（
令

和
５
年
３
月
末
）
を
超
え
る
た
め
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

対
応
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原
か
ら
の

お
知
ら
せ

心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
自
立
を
応
援
し
ま
す
！

　

宇
陀
市
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
ん

と
ぴ
あ
榛
原
管
理
者
の
越
智
で
す
。

　

さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原
は
、
宇
陀
市
合

併
前
の
平
成
11
年
４
月
に
開
設
さ
れ
、

奈
良
県
下
で
唯
一
の
公
立
介
護
老
人

保
健
施
設
と
し
て
、
今
年
で
24
年
目

を
迎
え
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原
は
介
護

老
人
保
健
施
設
の
５
原
則
で
あ
る
「
包

括
的
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
施
設
」「
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
」「
在
宅
復
帰

施
設
」「
在
宅
生
活
支
援
施
設
」「
地

域
に
根
ざ
し
た
施
設
」
と
、
当
施

設
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
清せ
い
け
つ潔
」

「
晴せ
い
ろ
う朗
」「
誠せ
い
じ
つ実
」
の
３
Ｓ
を
踏
ま
え
、

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
老

健
施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

老
後
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

施
設
と
家
庭
が
一
体
と
な
っ
て
介
護

が
で
き
る
よ
う
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
」

だ
け
で
は
な
く
「
お
世
話
を
通
じ
た

心
の
ふ
れ
あ
い
」
を
大
切
に
し
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
と
自
立
を
応
援
し

て
い
き
ま
す
。

第 2 回

今
年
は
〝
う
さ
ぎ
年
〟
で
す

ね
。
あ
な
た
の
干
支
は
何
で

す
か
？

【正月】1 月 1 日という
意味の表現

【うさぎ】両手を広げて
手の甲を相手側に向けた
状態で頭の上に置きます

今年の干支は何？

【干支】「年」を示す左手拳に
「動物」（獣の爪のイメージ）
の手形をあてる

【今】両手のひらを軽く
下ろす

【年】左手を握り、右手
人差し指をあてる

【おめでとう】つまんだ
5指を上げながら開く

あけましておめでとうございます

第 30回

うさぎ年

【何】人指し指を立て、
左右に振る

※【今】と【年】の順は
どちらでもよいです

▲越智 医師

広報 うだ　2023年1月号 広報 うだ　2023年1月号 1011
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ス

う
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ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
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お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

宝
く
じ
助
成
で
自
主
防
災
を
強
化

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く

じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
と
し
て
、
地
域
防
災
組

織
育
成
助
成
事
業
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
、
自

主
防
災
組
織
育
成
と
し
て
、
赤
瀬
自
治
会
自
主

防
災
会
が
助
成
を
受
け
、
地
域
の
自
主
防
災
活

動
に
必
要
な
物
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

①
イ
ン
バ
ー
タ
ー
発
電
機

②
Ｌ
Ｅ
Ｄ
バ
ル
ー
ン
投
光
器

③
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

国
道
１
６
５
号
（
中
和
津
道
路
）

�

整
備
促
進
協
議
会
を
設
立

　

国
道
１
６
５
号
（
中
和
津
道
路
）
の
整
備

促
進
を
目
的
と
し
、
奈
良
県
宇
陀
市
と
三
重

県
名
張
市
の
隣
接
す
る
２
市
に
お
い
て
協
議

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
4
日
に
第
1
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、

今
後
は
関
係
機
関
へ
の
要
望
活
動
等
に
取
り

組
み
、
早
期
の
整
備
、
機
能
強
化
、
重
要
物

流
道
路
の
指
定
に
向
け
、
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

全
国
に
先
駆
け

�

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言

　
宇
陀
市
は
令
和
４
年
度
よ
り
食
料
・
農
林
水

産
業
の
生
産
力
向
上
と
持
続
性
の
両
立
を
実
現

す
る
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

11
月
27
日
に
、
持
続
可
能
な
農
業
の
振
興
と

環
境
負
荷
軽
減
を
地
域
全
体
で
推
進
す
る「
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

設置
◎文化会館
◎あきののゆ 
◎歴史文化館「薬の館」 
◎まちづくりセンター「千軒舎」 
◎まちなみギャラリー「石景庵」 
◎うだ・アニマルパーク
◎椿寿荘
◎道の駅宇陀路大宇陀
◎菟田野アグリマート
◎菟田野分館
◎子育て支援センター
◎奈良カエデの郷 ひらら
◎南都銀行 菟田野支店
◎大和富士ホール

◎中央図書館
◎総合体育館
◎伊那佐体育館 
◎榛原ゲートボール場 (玄関口ボックス)  
◎たかぎふるさと館 
◎天満台東交流センター (玄関口ボックス) 
◎ひのき坂公民館 (玄関口ボックス) 
◎榛見が丘集会所 (玄関口ボックス)
◎観光案内所「うだ観処」 
◎保養センター美榛苑 
◎歴史文化館旧旅籠「あぶらや」 
◎平成榛原子供のもり公園 
◎さんとぴあ榛原
◎市役所[１階ふるさとテラス]

◎中山台コミュニティプラザ
   (玄関口ボックス) 
◎道の駅宇陀路室生
◎室生福祉保健交流センター
◎ふるさと元気村
◎三本松郵便局
◎各地域事務所

市内各コンビニ店舗にも
設置させて
いただいています　
ぜひご利用ください

公
民
連
携
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

第
１
回
キ
ッ
ク
オ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　
市
で
は
、
多
様
な
主
体
か
ら
幅
広
く
意
見
を

集
め
、
よ
り
よ
い
課
題
解
決
に
つ
な
げ
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
経
済
活
動
や
サ
ー

ビ
ス
の
創
生
を
目
指
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
公
民

連
携
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
設

置
し
て
会
員（
企
業・団
体・行
政
な
ど
）を
募
っ

て
い
ま
す
。

　
市
の
地
域
資
源
を
活
か
し
、
新
た
な
価
値
を

創
造
す
る
こ
と
を
観
点
と
し
て
、
次
の
テ
ー
マ

を
主
軸
と
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
の
取
組
を
起
点

と
し
た
農
と
食
の
活
性
化

●
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
の
推
進
（
観
光
）

●
新
た
な
教
育
機
会
の
創
出

●
地
場
産
業
の
活
性
化
・
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
こ
の
施
策
を
市
内
外
の
多
く
の
方
々
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
の
取
組
を
起
点
と
し
た
農
と
食
の
活
性
化
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
11
月
27
日
に
第
１
回
キ
ッ
ク

オ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
市
長
挨
拶
と
「
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」
か
ら
は
じ
ま
り
、
基

調
講
演
と
し
て
、
近
畿
農
政
局
出
倉
局
長
よ
り

「
食
料
の
安
全
保
障
と
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
に
つ
い
て
」
次
に
、
ヤ
マ
ガ
タ
デ
ザ
イ

ン
㈱
山
中
社
長
よ
り
「
地
方
か
ら
未
来
へ
と
き

め
く
社
会
を
創
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
ご
講
演

を
い
た
だ
い
た
の
ち
、
事
業
者
か
ら
の
事
業
紹

介
（
有
機
農
業
に
よ
る
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
近
畿
農
政
局
出
倉
局
長
、
ヤ
マ
ガ
タ
デ
ザ
イ

ン
㈱
山
中
社
長
、
農
家
民
宿
Ｈ
ｏ
ｍ
ｉ
ｅ
ｓ

京
地
氏
、
宇
陀
市
長
に
よ
る
、「
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
ビ
レ
ッ
ジ
の
取
組
を
起
点
と
し
た
農
と
食

の
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
様
々
な
意
見
や
課
題
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
市
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
に
つ
い
て
、

建
設
的
な
意
見
を
多
く
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
次
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ

テ
ィ
の
推
進
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
１
月
22
日

（
日
）
午
後
か
ら
開
催
し
ま
す
。

▲市内で収穫された美味しい有機野菜

問�

危
機
管
理
課　
（
☎
82
・
１
３
０
４
／
IP
☎
88
・
９
０
７
０
）

問�

建
設
課　
（
☎
82
・
５
６
３
８
／
IP
☎
88
・
９
０
９
５
）

災
害
廃
棄
物
等
の
処
理
に
関
す
る

�

基
本
協
定
締
結

問�

環
境
対
策
課　
（
☎
82
・
２
２
０
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
８
）

　
11
月
22
日
、
株
式
会
社
南
都
興
産
（
御
所

市
）
と
の
間
に
、
災
害
廃
棄
物
等
の
収
集
・

運
搬
や
処
理
に
つ
い
て
、
基
本
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
大
規
模
災
害

に
備
え
、
市
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
大
量

の
災
害
ゴ
ミ
が
発
生
し
た
際
、
同
社
に
対
し

人
員
・
資
機
材
等
の
協
力
要
請
を
行
い
、
迅

速
か
つ
円
滑
に
災
害
廃
棄
物
を
処
理
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

問�

農
林
課　
（
☎
82
・
３
６
７
９
／
IP
☎
88
・
９
０
９
０
）

問�

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　
（
☎
82
・
５
６
２
４
／
IP
☎
88
・
９
０
９
２
）
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